
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（南信州地域） 

令和２年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 
事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

今後の取り組み 
 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 伴野区の歴史の継承を目的とした伴野区誌の編纂と学習事業 
事業主体 
（連絡先） 

伴野区地縁団体 
℡：0265-35-7200 

事業区分 （３）教育、文化の振興に関する事業 
（４）安全・安心な地域づくりに関する事業 
（８）その他地域の元気を生み出す地域づくりに資する事業 

事業タイプ ソフト 
総事業費          2,100,000 円（うち支援金：       1,575,000 円） 

伴野区の安心・安全な暮らしや地域活性化のため、地域
コミュニティが重要であるが、区全体のコミュニティが希
薄になっている現状と課題を解決するため、地域の歴史や
成り立ちを共有し、愛着を醸成させる取り組みとして、区
誌の作成を行う。 

区誌は、古い文献や資料をわかりやすくまとめたもの
で、先人たちの伴野区を中心とした豊丘村での活動を知る
ことができる。区誌を利用し地元に暮らす人々やその子供
たちへ継承するなかで、「自分の暮らす地区は自分で守る」
という郷土愛の精神を養っていく。また、昨年作成した
DVD も利用し、より多くの場所や機会で、歴史を伝える
場を設ける。 

 

①伴野区の歴史をまとめた区誌の編

纂を行う 
②区誌の内容を抜粋したものや DVD
を集会等で利用し、歴史をより多くの

人に学んでもらう 
③区誌完成後は、より多くの人に見

て、活用してもらえるよう、村内の多

くの機関に設置する。 

※自己評価【B】 

【理由】 
 新型コロナウイルス感染症拡大

の影響により、予定していた事業

のうち一部は行うことができなか

った。しかし、その中でも行えた

事業は、予想していたよりも多く

の反響があり、実現できなかった

事業を補える効果があった。 

【伴野区誌研究編纂委員会の様子】 
 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎
に記載すること。 

①伴野区誌研究編纂委員会による資料の編纂により、伴野区の歴史

をわかりやすくまとめた区誌が完成し、支援金を活用し、70 部作成

した。 
②今年度は約 150 人に、DVD の鑑賞や区誌の内容を抜粋した資料

を利用した学習会の参加をしてもらった。特に年配者には好評で、

今後自分たちが地域の歴史を継承していく意欲が向上し、地元への

愛着をより持ってもらえた。 
③伴野区内施設に５冊貸出用に設置。そのほか、公民館、小中学校、

（保育園３園、）図書館、豊丘村内の各区に寄贈予定。公民館、図

書館では貸出を行ってもらうよう、寄贈日の調整中。すでに昨年作

成の DVD はそれぞれの機関に置かれ、上映や貸出をされて活用さ

れているため、区誌もその効果が見込まれる。 
また、広報とよおかへ、どこへ行けば読めるかなど掲載する。 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 今回完成した区誌は、今後開催を予定している自治会長会
議や高齢者クラブ、サロンとものにてお披露目会をし、区民
へ周知を行う。また、伴野区外でも今回の活動を参考にして
もらい、地元地区のコミュニティ維持等につながるよう、区
誌の寄贈や今までの経緯を話す機会を設け、豊丘村全体で、
活用してもらう。 
今回子どもを対象にした事業のほとんどが、コロナウイル

スにより開催できなかったため、今後伴野区が子どもに向け
て行う行事等の際に、今回できなかった企画を行いたいと考
えている。 


